
問

柏
崎
刈
羽
原
発
は
活
断
層

帯
の
危
険
と
使
用
済
み
核
燃
料

貯
蔵
プ
ー
ル
の
限
界
を
指
摘
し
、

廃
炉
の
決
断
を
国
に
求
め
る
よ

う
市
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し

た
。

答

「
福
島
第
一
原
発
事
故
の

検
証
と
総
括
が
不
十
分
、
い
ま

だ
判
断
で
き
る
状
況
に
な
い
」

と
態
度
を
保
留
。

法
人
等
の
25
％
減
免
の
範
囲
で
、

介
護
利
用
費
の
限
度
額
負
担
の

上
限
は
、
非
課
税
世
帯
で
月
２

４
、
６
０
０
円
と
高
額
で
す
。

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制

に
な
ら
な
い
よ
う
他
都
市
で
実

施
さ
れ
て
い
る
市
独
自
の
非
課

税
者
の
利
用
料
減
免
制
度
を
求

め
ま
し
た
。

答

「
低
所
得
者
に
対
す
る
利

用
料
軽
減
は
、
国
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
る

べ
き
」
と

市
独
自
の

減
免
を
否

定
。

問

介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
生

活
援
助
時
間
の
短
縮
と
報
酬
引

き
下
げ
が
、
利
用
者
の
生
活
の

質
を
低
下
さ
せ
、
事
業
所
経
営

や
ヘ
ル
パ
ー
の
労
働
条
件
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
「
こ
の

ま
ま
で
は
在
宅
介
護
が
成
り
立

た
な
く
な
る
」
と
影
響
調
査
の

実
施
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

答

「
来
年
度
か
ら
国
に
於
い

て
次
期
報
酬
改
定
の
調
査
が
実

施
さ
れ
る
。
市
と
し
て
は
現
場

の
声
を
把
握
し
国
に
伝
え
る
」

と
答
弁
。

【官製ワ ーキングプア・指定管 理者制度の見直しを】

市が施設管理を民間委託している指定管理者制度の

従事者の実態は、高い非正規率（63％）と正規職員の

６割以下の賃金で官製ワーキングプアを大量に生み出

している。最低賃金は市職員の賃金を基準に見直しを

すべきであり、指定管理者制度では学童保育や介護施

設運営の継続性と安定性が担保できないことから直営

に見直すよう求めました。

問

介
護
保
険
料
が
制
度
開
始

以
来
12
年
間
で
基
準
月
額
が
約

２
倍
の
５
．
９
５
０
円
と
高
額

に
な
り
、
年
額
18
万
円
未
満
の

低
年
金
の
滞
納
者
に
、
利
用
料

３
割
負
担
や
全
額
自
己
負
担
な

ど
の
給
付
制
限
で
必
要
な
介
護

が
受
け
ら
れ
な
く
事
例
が
増
加

し
て
い
る
。
低
所
得
者
の
給
付

制
限
の
撤
廃
を
求
め
ま
し
た
。

答

「
給
付
制
限
は
介
護
保
険

法
に
定
め
ら
れ
た
も
の
、
保
険

者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
な
い
」

と
市
独
自
の
裁
量
権
を
否
定
。

問

保
険
料
の
減
免
制
度
（
生

社
会
保
障
と
し
て
の
介
護
保
険
に
す
る
た
め

に

１２月議会一般質問で「柏崎刈羽原発再稼働問題」「介

護保険制度」「指定管理者制度の見直し」について質問を

行いました。
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低
所
得
者
の
給
付
制
限
撤
廃
を

保
険
料
減
免
制
度
の
活
用

普
及
と
減
免
規
定
の
新
設
を

活
保
護
基
準
以
下
は
１
／
３
減

免
）
の
実
績
は
、
過
去
５
年
間

で
５
〜
11
人
を
推
移
し
、
政
令

市
比
較
で
極
め
て
低
い
利
用
状

況
で
す
。
減
免
の
積
極
的
活
用

と
生
活
保
護
基
準
以
下
は
全
額

減
免
の
規
定
を
求
め
ま
し
た
。

答

「
減
免
の
必
要
な
人
が
そ

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
一
層
の
周
知
に
努
め
る
。

し
か
し
厚
生
労
働
省
の
減
免
３

原
則
で
全
額
減
免
は
適
当
で
な

い
」
と
独
自
裁
量
を
否
定
。

問

低
所
得
者
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
減
免
は
社
会
福
祉

介
護
報
酬
改
定
に
よ
る

生
活
援
助
時
間
短
縮
の

影
響
調
査
を

低
所
得
者
の
利
用
料

減
免
制
度
の
創
設
を

生活援助の時間短縮で削られたサービスは？

７０％

４６％

２３％

２１％

１４％

４０％

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０ １００％

（中央社保協調査から）

（複数回答）

コミュニケーション・会話

清 掃

再稼働が計画されている柏崎刈羽原発

人 間 ら し い 暮 ら し を 保 障 す る ル ー ル を

調 理

買い物

洗 濯

その他


